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研究成果の概要 

本研究課題ではゼブラフィッシュ原腸胚における hoxb遺伝子群の発現・機能の解析から、細胞

挙動の時空間制御機構と原腸形成後の体軸パターン形成の関係に迫るものである。今年度は主

に以下の点について成果を得た：1. hoxb遺伝子群の原腸形成過程における詳細な発現パターン

の解析、2. 細胞が胚の内側へ進入する（以降、ingression と記す）際の hoxb遺伝子群の機能解

析、3. Ingression時における hoxb1b, hoxb7aの機能と細胞挙動の詳細な解析、4. Ingression時に

おける protrusionの形成と hoxb1b, hoxb7a との関係、5. Ingression時におけるブレブの形成タイミ

ングと hoxb1b, hoxb7a との関係。 

上記のような各結果から、ゼブラフィッシュ原腸形成過程において hoxb遺伝子群が marginに

おいて時間的に順番に発現が開始すること、そしてこれら hoxb遺伝子群が細胞の ingressionを

制御することが明らかとなった。前方 hoxb遺伝子の機能阻害や、後方 hoxb遺伝子の過剰発現で

は早いタイミングでの ingressionが阻害された。また、近年の先行研究から細胞が胚の内側に

protrusionを形成することで ingressionすることが報告されたため（Pinheiro et al., Nat. Phys. 

2022）、この点についても検討した。その結果、hoxb遺伝子の操作により ingressionが阻害された

場合でも protrusionの形成は変化していなかった。そのために ingression時の細胞挙動を詳細に

調べた結果、細胞は ingressionに先立って marginにてブレブを高頻度に示すこと、hoxb遺伝子

の操作により ingressionが阻害された場合にはブレブを高頻度に示す状態への移行が遅れること

が明らかとなった。 
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